
告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
十
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
八
月
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ス
ー
パ
ー
マ
ル
サ
ン
吉
川
店 

 
 

 

埼
玉
県
吉
川
市
中
野
五
十
七
番
地
一 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 
 

 

法
律
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
以
前
の
よ
う
に
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
に
配
慮
し
て 

 
 

く
だ
さ
い
。 

 
 

⑴ 

荷
さ
ば
き
施
設
③
に
つ
い
て 

 
 

 
 

大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
荷
さ
ば
き
場
か
ら
車
道
に
は
み
出
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
の
影
か
ら 

 
 

 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
来
て
轢
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト 

 
 

 

の
通
行
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
荷
さ
ば
き
場
か
ら
は
み
出
な
い
大
き
さ
の
ト 

 
 

 

ラ
ッ
ク
だ
け
停
め
て
く
だ
さ
い
。
荷
物
積
載
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
公
道
走
行
は
道
路
交 

 
 

 

通
法
違
反
で
危
険
で
す
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑵ 

荷
さ
ば
き
施
設
③
向
か
い
の
月
極
駐
車
場
の
使
用
に
つ
い
て 

 
 

 
 

店
が
借
り
て
い
る
の
は
五
台
分
で
す
。
そ
の
他
の
場
所
に
ト
ラ
ッ
ク
を
何
台
も
駐
車
し 

 
 

 

な
い
で
く
だ
さ
い
。
月
極
駐
車
場
内
で
の
荷
さ
ば
き
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
使
用
は
、
他 

 
 

 

の
使
用
者
の
迷
惑
で
す
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑶ 

倉
庫
と
店
舗
を
つ
な
ぐ
通
路
に
つ
い
て 

 
 

 
 

通
路
の
あ
る
場
所
は
市
道
で
す
。
こ
こ
で
の
私
語
・
呼
び
声
・
足
音
・
台
車
の
音
は
迷 

 
 

 

惑
行
為
で
す
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。
開
店
の
翌
年
二
月
に
許
可
さ
れ
る
ま
で
、
市
道
に 

 
 

 

無
許
可
で
通
路
を
作
っ
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。
手
続
き
は
き
ち
ん
と
し
て
く
だ
さ
い
。
通 

 
 

 

路
の
あ
る
市
道
は
「
歩
道
」
で
す
。
吉
川
市
の
書
類
も
歩
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。
歩
道
の 

 
 

 

み
の
道
は
、
台
車
等
の
軽
車
両
の
通
行
は
道
路
交
通
法
違
反
で
す
。
立
地
が
悪
い
か
ら
と 

 
 

 

台
車
の
通
行
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
一
日
に
八
百
台
ち
か
く
の
台
車
が
歩
道
を
横
断
し
て 

 
 

 

い
ま
す
。
台
車
と
住
民
の
接
触
事
故
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
特
に
小
さ
な
子
供
や
お
年
寄 

 
 

 

り
の
通
行
は
と
て
も
危
険
な
た
め
、
歩
道
を
通
れ
な
く
な
っ
た
住
民
が
何
人
も
い
ま
す
。 

 
 

 

住
民
の
大
切
な
生
活
道
路
で
す
の
で
道
路
交
通
法
を
順
守
し
て
く
だ
さ
い
。 



 
 

⑷ 

店
舗
北
側
出
入
口
に
つ
い
て 

 
 

 
 

住
宅
地
に
接
す
る
店
舗
北
側
の
自
動
扉
は
、
開
い
て
か
ら
完
全
に
閉
じ
る
ま
で
約
十
四 

 
 

 

秒
で
す
。
一
日
に
八
百
回
台
車
が
通
る
と
一
万
千
二
百
秒
（
約
三
時
間
十
一
分
）
、
従
業
員 

 
 

 
の
通
行
も
何
百
回
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
店
内
の
音
が
住
宅
地
に
聞
こ
え
ま
す
。
店 

 
 

 

内
放
送
・
Ｂ
Ｇ
Ｍ
・
客
の
声
・
従
業
員
の
呼
び
声
・
レ
ジ
等
の
機
器
の
音
な
ど
。
特
に
休 

 
 

 

日
は
扉
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
開
く
た
め
、
ま
る
で
店
内
に
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
自
動
扉
一
枚 

 
 

 

で
は
店
内
の
音
が
住
宅
地
に
筒
抜
け
の
た
め
、
緩
衝
場
所
を
設
け
て
二
重
扉
に
し
て
く
だ 

 
 

 

さ
い
。 

 
 

⑸ 

倉
庫
南
側
出
入
り
口
に
つ
い
て 

 
 

 
 

朝
五
時
～
夜
十
一
時
ま
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
い
て
い
る
た
め
、
倉
庫
内
の
音
が
住
宅
地 

 
 

 

に
筒
抜
け
で
す
。
緩
衝
場
所
を
設
け
て
二
重
扉
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑹ 

大
店
立
地
法
の
届
出
（
騒
音
予
測
）
に
つ
い
て 

 
 

 
 

午
前
五
時
～
六
時
と
午
後
十
時
～
十
一
時
の
騒
音
予
測
が
無
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
台 

 
 

 

車
平
坦
走
行
十
一
・
台
車
段
差
越
え
〇
三
は
こ
の
時
間
帯
に
何
十
台
も
あ
り
ま
す
。
シ
ャ 

 
 

 

ッ
タ
ー
開
閉
音
も
こ
の
時
間
帯
に
あ
り
ま
す
。
早
朝
・
夜
間
は
台
車
の
音
で
目
が
覚
め
る 

 
 

 

た
め
、
真
夏
で
も
窓
を
開
け
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
窓
を
閉
め
て
も
台
車
の
音
が
聞
こ
え 

 
 

 

る
た
め
、
耳
栓
を
し
な
い
と
眠
れ
ま
せ
ん
。
台
車
平
坦
走
行
十
一
・
台
車
段
差
越
え
〇
三 

 
 

 

の
あ
る
場
所
は
住
宅
地
の
な
か
で
す
。
台
車
平
坦
走
行
十
一
・
台
車
段
差
越
え
〇
三
の
地 

 
 

 

点
で
も
騒
音
予
測
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑺ 

吉
川
市
環
境
保
全
条
例
の
遵
守
に
つ
い
て 

 
 

 
 

吉
川
市
の
騒
音
測
定
で
は
、
基
準
値
を
超
え
て
い
る
た
め
条
例
違
反
で
す
。
吉
川
市
環 

 
 

 

境
保
全
条
例
を
守
っ
て
く
だ
さ
い 

 
 

⑻ 

冷
凍
機
室
外
機
〇
一
～
〇
三
に
つ
い
て 

 
 

 
 

住
宅
地
内
へ
の
設
置
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
耐
え
が
た
い
騒
音
・
低
周
波
騒
音
の
発
生 

 
 

 

源
で
す
。
遮
音
壁
が
で
き
ま
し
た
が
、
小
さ
く
片
面
し
か
な
い
た
め
、
場
所
に
よ
っ
て
は 

 
 

 

逆
効
果
で
す
。
以
前
に
増
し
て
大
き
な
音
が
響
い
て
い
ま
す
。
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用 

 
 

 

地
域
で
倉
庫
に
設
置
で
き
る
原
動
力
は
〇
・
七
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
で
す
。
建
築
基
準
法 

 
 

 

を
順
守
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
六
・
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
三
台
は
店
舗
南
側
等
、
住
宅
地 

 
 

 

に
影
響
が
無
い
場
所
に
移
設
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑼ 

ク
レ
ー
ム
対
応
で
き
る
担
当
者
の
配
置
に
つ
い
て 

 
 

 
 

店
舗
内
騒
音
・
台
車
騒
音
・
従
業
員
の
大
声
の
苦
情
を
言
う
た
め
何
度
か
店
に
電
話
を 

 
 

 

し
ま
し
た
。
最
初
は
事
務
所
の
方
が
話
し
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
が
、
数
回
目
に
店
長
が 

 
 

 

出
て
「
苦
情
の
電
話
は
店
の
評
判
が
悪
く
な
る
か
ら
、
も
う
電
話
す
る
な
」
と
言
わ
れ
、 

 
 

 

対
応
は
お
ろ
か
話
し
も
聞
い
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
届
出
書
類
に
は
「
静
穏
に
努
め 



 
 

 

て
運
用
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
万
が
一
周
辺
住
民
の
方
々
よ
り
騒
音
に
関
す
る
ご
意
見
等 

 
 

 

を
頂
い
た
場
合
に
は
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
い
た
し
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
誠
意
を
も
っ 

 
 

 

て
対
応
で
き
る
担
当
者
を
早
急
に
決
め
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

⑽ 
開
店
以
降
続
い
て
い
る
騒
音
等
の
問
題
の
解
決
に
つ
い
て 

 
 

 

㈠ 
平
成
二
十
六
年
十
月
十
日
の
開
店
以
降
、
騒
音
・
悪
臭
等
の
環
境
問
題
が
続
い
て
い 

 
 

 
 

ま
す
。
未
だ
に
市
議
会
の
一
般
質
問
で
と
り
あ
げ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
問
題
は
解
決 

 
 

 
 

し
て
い
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
問
題
を
解
決
し
て
か
ら
営
業
時
間
を
延
長
す
べ
き
で
す
。 

 
 

 
 

ま
ず
は
、
開
店
以
降
続
い
て
い
る
騒
音
等
の
問
題
を
解
決
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

㈡ 

騒
音
問
題
の
解
決
に
は
、
吉
川
市
に
よ
る
継
続
し
た
騒
音
測
定
が
必
須
と
思
わ
れ
ま 

 
 

 
 

す
。
吉
川
市
の
騒
音
測
定
に
き
ち
ん
と
応
じ
る
べ
き
で
す
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
八
月
九
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
九
月
九
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

 


